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本
項
中.
に
は
、：
コ
ン
ド
ル
セ
ー‘の
肖
像
及
び
自
奢
並
か
に

『

下
圖』

初
版
‘
の
扉-
を
複
寫
し
て
揭
げ
る
と
と
、
し
た
0

O
swald Dutch, 
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e
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a
n
^
N
e
x
t

 

Aims, 

1939.

登

込
丨
歐
洲
に
於
け
る
獨
逸
の 
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勢
は
何
處
の
地
に
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け
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昨
年
三
月
の
塽
太
利
合
邦
ノ
九
月
の
ズ
デ
丨
テ
シ
併
'
合
•
次
い
で
今
年
三
月
の
全
チ
エ
コ
廳
的
解
體

 

f 

:
 

進
出
擴
大
は
誠
に
目
覺
しI

の
が
あ
り
、
爲
め
に
歐
洲
全
土
は
.

I

す
る
に
至
つ
たo

獨
逸
の
吹
の
攻f

i

l

l

け
ら
れ 

■
る
で
I

ぅ
か
、
典
Q
.

S

は
多
年
S

案
た
I

ク
ラ
ィ
ナ
に
向
ふ•
か
、
或
は
更
に
バ
ル
カ
ン
を
南
下
す
.

る
か
、
又
は.

5

し
て
皮 

蘭
に
？

、.
ダ
ン.
チ
ッ
ヒ
自
由
市
及
廻
廊
地
帶
の
還
附
要
.求
と
な

る

か
、「

獨
逸•
の
次
の
目
標」

は

疋

に

裳

的

想

の

對f

な
つ

^
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、
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み
に
.惡.
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、
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國

善

班

，
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し

.
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，
佻

•
蘇
益
中
歐
諸
小
國I
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菱
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.
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l
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へ

参

力

に_
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奈

、
£

編

赞

農

I
,

ぬ
も
の
1

取

.

斯
く
し.
て
I

の
情
勢
は
響
し
く
緊
張
を
承
し
、
籥
を
間
に
狹
ん
で
獨
I

英
•

佛
I

對
立
が
漸
次
響
點
に
近I

つ
、
あ 

ぇ

戈

時

、

又
：し

て

|

ッ

ト

ラ1

,の

切

札

的

行

爲

と

じ

て

、
世

界

各

國

I

然
た
I

•

に
、突
如
と
レ
て
去
る
八
月
十
九
■日
獨
.

I

I

商

協

定

の

成

證

表1

、
引
續
き〕

一

十

四

日

兩

響

十

箇

年.
謹

を

I

侵
略
條
約
が
調
印
せ
ら
れた

。
.此
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六

(

，ニ 1

四
四
、

事
實
ば
V
/

過
去
數
箇
月
間
、
對
獨
藜
制
を
自
標
に
蘇
聯
と
0

軍
事
同
盟
結
成
紅
交
派
.

中
で‘
あ
つ
た̂

目
に
特
に'
大
な
る
衝
擊
を
與
ペ
、： 

•
类

0
對
獨
政
策
を
街
底
ょ
り
覆
す
に
至
.

つ
た
。
：
§
.

と
の
提
携
に
ょ
つ'
て
、'
獨
^.

に
^

づ
て
波
蘭
分
割
は
最
早
，短
時
日
間
.の
間
題
と
見 

ら
れ
る
に
至
つ
たV

方
、«

聯
に
，ょ.
り
裏
切.
ら
れ
た
英*
佛
侧
陣
營.
に
於
け
を
對
策
、
绱
境
に
追
觅
ま
れ
た
波
蘭
，の
‘態
勢
如
何
に
ょ
つ
て 

-.
>
は
、
歐
洲
に
如
何
な
る
情
勢
が
窗
ら
さ
れ
る
と
も
壯
り
難
い
現
狀
に
あ
る

。

-

+
や
明
か
に
、
斯
く
€>
-
如
き
ヒ
々
.
>ラ
1
の
飛
躍
的
行
動
に
對
し
て
豫
測
.を
爲
す
ザ
.は
全
べ
不
可
能
で
あ
る
。
然
し
數
样
來
の
獨
逸 

«>
對

外

洁

動

を

歷

史

的

，
に

间

顧

し

、

-特
に
そ
取
を
斯
か
る
活
動
匕
必
然
な
ら
し
め
た
世
塊
政
治
*經
濟
情
勢
、就
中
獨
逸
.の
對
外
關
係
乃 

一
至
は
其
の
國
灼
事
懷
と
の
關
聯
に
於
て
鋳
す
る
な
ら
'ば
、
'我
々
は
又
其
處
に
、
獨
逸
の
進

.^
-
べ
，
き

逾

に

就

ぃ
.て
、
漠
然
乍
ら
其
の
方 

向
を
^
し
得
る
の
、で
あ
る
;°
本
書
は
本
年
三
月
チ
工
コ
解
體
以
前
.に
刊
行
せ
ら
れ
た
も
'€
>

で
あ.
る
が
、
前
述
.の
如
き
歷
史
的
經
過
と
*
 

近
€>
*
.
.
歐
洲
事
情
の
解
析
の
^
に
、
獨
逸
.の
へ
向
ふ
べ
き
目
標
に
關
し
多
く
の
示
唆
を
與
ふ
ベ
き
も
の
と
し
•て
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
の
で

1あ
.る
众 

• 

- 

' 
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•
-

本
書
を
a
じ
'て
‘ 

1
.
«
せ
^
著
者
の
'見
解
は「

ヒ
ッ
;>
■ラ
ー
は
戰
维
を
欲
し
な
い
。
<が
然
し
彼
は
常
に
開
戰
5:
-
以
-て
孩
_
す
る」

そ
し
て 

又「

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
自
國
に
利
益
と
あ
ら
ば
、
好
ん
で
條
約
，協
定
を
締
結
し
、
又
宣
言
矽
發
表
す
る
。
が
然
し
破
約
が
有
利
と
な
れ
ば
、
 

忽
ち
に
し
て
此
等
を
弊
履
0
如
く
蹂
躪
す
る」

と
言
ふ
に
在
る
。
而
か
‘も
此
の
事
は
今
度
の
場
合
に
も
事
實
で
あ
つ
た
様
で
あ
^
。
更
に 

^「

國
民
社
會
主
^
''
l
.fl
l

Q

pfn
s

^Social M
o
v
e

日ent 〕
は
飽
く
遥
一
の
速
動
で
あ
り
、
靜
业
す
べ
ぎ
で
な
ぃ
。
楚
は
又
對
內
的
人 

>氣
策
の
意
味
を
も
含
ん
で
ク
一
事
仲
が
終
了
す
れ
ば
次
へ
と
運
動
を
繼
續
す
べ
き
も
.の
で
め
る」

と
解
す
る
。
此
の
見
解
も
亦
容
易

 ̂

首
肯
出
來
綠
る
も
の
と
言
へ
ょ
^.
。

.
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, 

•

'

,

:
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'

斯
か
る
根
本
的
立
場
の
上
に
、，
著
者
の
分
析
は
先
づ
現
往
の
世
界
に
於
妙
る

「
滿
足
國」

と「

護
國
し
の
菇
本
的
對
立
か
ら
爪
發
す
る

(

第
一
章)

。
此
の
世#

的
對
立.Q

本
質
が
奈
邊
に#

す
る
か
は
兎
も
角
と
し
て
、
ヴ*
ル
サ
ィ
モ
體
制
が
列
強
間
に
，斯
か
る
勢
カ
不
句 

衡
を
生
じ
來
つ
た
事
は
否
宛
し
得
ざ
る
事
實
へ
7?

あ-
る
。
然
I

て

-，
'.

滿
足
國」

が
飽
く
迄
現
狀
維
持.を
#

ら
ん
と
す
る
に
對
し
€
、
所
謂 

「

空
腹
國j

が
其
の
ー
國
と.
し
て
の
坐
存
權
確
保
を
目
指L
て

、

現
狀
打
破
を
企
鼯
す
る
處
、に
、
滋
數
年
來
の
凡
ゆ
る
國
際
的
摩
擦
の
脊 

カ
龙
原
因̂

橫
は
る
と
解
さ
れ
る
。
-

此
の
現
肌
打
破
派
の
ー
.

員
と
し
て
チ
チ
ス
政
權
下
の
.

獨
逸
が
意
圖
す
各
所
を、_

ヒ
ッ
ト
ラ1

の
箸 

書
^

が
闘
©

0

を
通
じ
て
見
れ
ば
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次

芸

項

目£
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歐
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け
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經

濟
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制
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•
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佛
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權
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界
爭
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是
等-
の

諸
，^
目
，が
、.
現
實
の
獨
逸
，の
進
出
.
過
程
に
於
て
、
其
の
儘
實
行
さ
れ
來
つ
犮
と
は
言
ひ
-#
な
い
。.
殊
，に
今
囘
め
對
蘇
不
可
侵 

.
條
約.
締
結
の
如
き
假
令
究
極
目
的
に&
す
る
不
止
得
ざ
る
一
手
段
と
解
す
る̂
し
て
も
、
餘
り
に
も
不
信
義
の
感
を
免
外
な

(

ゃ
然 

し
何
れ
に
し
て
も
獨
逸
の
動
向
の̂
線
が
^
等
の
諸
項
目
に
沿
ふ
も
の
で
あ
る* .
は
、
大
體.
に
於
て
認
：

g

得
る
所
で
あ
るO  

叙
上
の
立
身
に
戡
仏
て
ハ
獨
.
逸
の
行
動
を
檢
討
す
る
場
合
、
著
蕃
は
大
獨
蒙
成
蓮
動
-
の
經
過
を
歷
史
的
に
顧
み
て
ぃ‘
一
九
一
、五
丨 

一
七
年
世‘振
.大
戰
中
に
於
け
る
フ
リー
ド
リ
ッ
、
ヒ

、
ナ
ウ
マ
ンS博
士
の
汎
獨
逸
龙
族
思
想
に
遡
_
る
？(

第Im

此
の
思
想
の
下
に
獨
逸 

及襖
*;

洪
國
を
盟
主
と
し
て
、
屮
廒
に
廣
坑
な
關
稅
ブ
ロ
ッ
ク
結
減
が
企
て
ら
れ
、

•
所
謂
，Rn
e
f,
l 

EJ
e
i-

の
運
動
と
し
て
、
，
目 

さ
れ
た
,0

是
れ
に
.
對
し
て-
他
方
t

ア
を
中
心
に
汎
ス
ラ
ヴ
民
族
通
動
が
展
開
さ
れ
、
兩
者

.
間
に
激
し
い
扰
锥
が
續
け
ら
れ
た6•
而 

.
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ニ 
四
六)

"か
'4
帝
政
ロ
シ
ァ
め
瓦
解
に
ょ
ぉ
、
、
九
广
八
年
三
月
獨
逸
と
蘇
聯
間
忙
ブ

•レ.
ス.
ト.

ト
ゥ
ス
‘ク
條
約
、'次
い
で
獨
逸*
羅
馬
尼
間
に’ 

少

C

ス
ト
1

が
成
立
し
て
，/*
獨
逸
;&
東
部
に
占‘領
地
领
を
獷
大
し
、
、宿
塗
の
，-4»
東
歐
制
覇
も
殆
ル
ど
完
成
丄
た
か
に
見
ぇ
た
.
，の
，で 

ぁ
0
た
'

-̂
;

'
同
年
秋
西
部
戰
線
の
敗
退'に
ょ
つ
て
、
凡
て
は
聳
餅
に
歸
し
た
。
-
斯V

,

し
て
"
部
年
聯
合
國
側'と
，の
間
に
締
結
せ
ら
れ
た 

ヴ,

ル
サ
ィ
、
條
約
は
獨
逸
か
ら
奪
ひ
得
る

1

切
の
も
0.
を
^
ひ
、：
民
族
自
決
生
義
に
依0
て
、.
共
の
風
圍
に
多
數
の
ル
國>
爲
半
¥
 

し
め
たo;
此
の
際
是
等
小
國
相
互
間
の
國
境
線
は
佩
等
.
の
經
濟
的
顧
慮
な
レ
に
、
全
く
政
治
的’に
人
爲
的^
割
定
さ
れ
た
。
斯
く
し
て 

政
治
的
に
獨
立
し
た
基
等
諸
.
小
國
，は
、
其
後
，に
於
て
、
又
經
濟
的
ね
も
相
互
に
孤
立
し
た
經
營
を
頭
行
す
る
事
に
ょ
つ
て
，、
大
戰
後
間 

も
な
；く
し
て
經
濟‘的
诩
難.
に
迪
込
ま
れ
る
事
と
な
つ
た
。
從
つ
て

：

一
九
ニ一
年
チ
ェ
コ
、
ユ
ー
ゴ
ー
、
羅
馬
尼
を
包
含
す
る
小
協
商 

國c
u

ttle
.  E
B
t
l
e
;
}

7>
成
立
^
、
其
後
の
ユ
ー
ゴ
ー
、
羅
馬
尼
、
希
臘
、
土
珲
古
を
中
心
と
す
る
バ
ル

力

ン
•聯
盟(Balkan Federation) 

の
，結
成P
ノ
要
す
A
に..現
狀
維
持.
、
'自
己
防
衛
の
政
命
的
、
策
事
的
同
盟
に
业
飞
是
等
諸
國

.
の
經
濟
的
更
生
に
資
す
る
所
な
か
つ
，た
。 

(

第
三
章
^

加
之
是
等
の
諸
小
國
に
介
人
し
て
英
•
佛•
伊
芨
び
後
に
獨
逸
等
の
列
强
が
、
'
夫
々
中
東
歐
に
お
け
る
自
國
の#■
ヵ
圈
撾
大 

.
を
目
指
し.
て
、
利
窖
相
對
立1>-
又
し
つ
\
ぁ
る
事
杜*
我
.々
に
親
し
い
賢
狀
で
ぁ
る,°
少.
4
と
も
一
九
ー】

1
三
*
四
年
頌
迄
は(

一)

砂
太 

利
對.
ユ
ー
ゴ
ー.
の
抗
爭
を
中
心.
に
ア
ド
リ
ァ
海
沿
岸
，C
0
波
蘭
廻
'廊
地
帶
ぃa  
一
 d

舊
洪
牙
利.
王
國
の
國
境
地
方
"
が
歐
洲
に
於
て
最 

も
瞥
戒
す
べ
き
危
險
地
區-V

目
さ
れ
た
。
而
か
も
二
九
三

f  
ニ
年一

月
ヒ
ッ'ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ス
政
權
が
確
立
せ
ら
れ
る
や
、
此
の
新
興
獨 

-

逸
に
^
つ
で
、.
■當
時.
の
混
亂
せ
る
中
歐
の
情
勢
は"
最
適
の
活
動
镯
緣
を
提
供
し
た
。
事
實
此
の
期
間
を
©
®
と
し
て
、
獨
逸
の
中
歐 

へ
の
進
出
工
作
は
極
め
て
活
潑
と
な
つ
.
た(

第
四
’章〕

。..
獨
逸
の
此
の
活
動
に
對
げ
る
理
論
的
根
據
は
.
實
に
次
の
四
點
に
ぁ'づ
た
。

(

六
ナ 

ニ
寊
，

)

。
-.即
ち 

' 

;
> 

:

、
，
'

ぐ
.

ノ
'

(

一〕

中
歐
諸
國
の
多
く
は
、
嘗
て
數
世
紀
.

の
肌
、
獨
逸
の
支
配
下
又
は
勢
カ
下
.

に
在
っ
た
か, '
或
は
獨
逸
文
化'
の
影
響
&

に
在
っ
：，

た
事
實
。

,

.

.

\
 

,

ぐ

、

:
1
:,
,

,

へ

'

’

0

 

ニ)

其
介
#

く
の
國
に
、
所_

獨
逸
少
數
民
族
の
居
住
す4

事

實(

尤
名
此
-<
0

點̂

關
し
て-
は
、

ユ
ダ
ャ
人
も
亦
獨
逸
民
族
と
ー 

て
算
入
せ.
ら
れM

3

->111

日
ふ
、
ナ
，チ
ス
ー
流
の
.

巧
妙
な
る.
策
謀
が
潜
む)

o
 

,
 

,

,
- 

t 

(

三)

中
歐
儲
國
は
厕
逸-0
不
足
す
る
多
く.
の
原
料
鲁
源-
の.
產
出
に
當
む
事
實。，
,
f 

.  

V

 

:

.

.

 

'(

個)

‘

冲
歐
諸
國
が'
東
方
5£

細
亜
へ
の
通
路
の
役
割
を
果
ず
，事
賞
、

〖

等
で
あ
る
？
へ、

_

而
し
て
、

li
t

の
場
合
獨
逸
が
運
動
方
法
と
し
て
•
採
用
す
る
所
は
次
の
二
種
類
で
あ
石O

即
ち
其
び
一
.

，は
他
國
內
に

^ .

け
る
獨
逸
少
- # 

届
族
.

七
働
き
'

か
け
て
、
ナ
チ
ス
黧
形
成
を
意
圖
す
名
か
*
.
.或
は
、
他
國
内
の
右
舞
黨
を
利
用
し
、
資
金
供
給
、
新
聞
發
行
等
の
手
段
に 

ょ
り
ナ
チ
ス
の
{
n
j傅
.

に
努
力
を
集
屮
し
、
最
後
に
機
會
を
見
て
、
テ
ロ
行
激
を
惹
起
し
、
相
手
國
を〗

f

に
し
て
獨
逸
に
歸
屬
せ
し
め 

る
9

_

で
'
あ

欠

.
其

の

j
1

は
相
序
順
の
經
濟
的
困
難Q
S
r

歐
諸
小
國
の
原
料
生
產
議

)

ダ

乘

じ

て

、

原

料

購

人

ヴ

獨

逸

製

品

販

賣

'の

關

係 

に
ょ
り
、：
獨
逸
へ
の
^ '

濟

，的

從

屬

性

を

^

次

强

化

す
-

る

方

策'で

あ

る

。
‘ 

C
,

 

' 

' 

—

：

以
上
.亦
填
太
利
合
邦
前
の
經
過
で
あ
る
。
，

1

し
て
以
上
の
運
動
の
成
艰
と
し
て
、
起
る
ベ
、べ
し
て
起
つ
た
の
が
塊
太
利
の
滅
亡
で
あ 

る(

第
五
章〕

。
本
章
’に
於
て
ば
一
九
三
三
年
以
後
，の
獨
逸
の
厨
填
工
作
が
、
主

.

と
し.
て
政
治
的
問
題
を
ホ
含
展
開
さ
れ
る
0

就
中
一 

九
三
：
.

四
年
领
國
首
和
ド
ル
，フ
ス<D-:
n
t

殺
を
巡
タ
て
、.
激
ん
べ
對
立
し
た
獨•
#

一
 

画
が
、
如
何
に
赞
固
な
る
樞
軸
紹
成
，へ
^

轉
囘
し
た 

か
の
事
情
が
詳
さ
に
叙
述̂

ら
れ
る
。
然
も
著
者
の
强
く
指
摘
す
る
所
は
塽
太
利
合
邦
に
際
し
て
の
，ヒ
ッ
ト
ラ

ー

の
不̂

行
爲
で
あ
る
。 

蓋
し
彼
は
一
九
三71.
年

五

丹

，國

會

に

於

て

朋

白

に

塊

太

利

の

獨

立

保

1
を
宣
'言
七
た
の
ヤ
あ
つ
た0
然
し
現
實
の
變
苹
の
前
に
、
’
斯
か 

る
宣
言
は
ー.
顧

.̂

も
與
へ
ら
れ
る
事
な
く
し
て
終
つ
た
の
セ
あ
'?
>
0 

,
 

‘
 

• 

> 

.

次
い'
で
第
六
寧
は
、
チ
ェ
コ•
ズ.
デi

l
v

ン

地

蓉
•
犧

管

，取f

。
世
报
大
戰
後
の
共
和
國
成
立
以
來
、
正
し
く
多
翼
段
族
の
寄

. 

 ̂. 

’ 

广- 

,

、
、
*

: 

* 
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u
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n
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^
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A
i
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l
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l
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八〕

合
&

帶
に
、過
ぎ
ず
、*特
に
其
の*
ス
，デ
’1

テ‘
■ン
地
方.
H
#-
*

<D
I
I
逸
人
を
包
有
す
る
事
，に
よ
つ
て
、
，

t

工
コ
^
年
乂
よ
义
す
チ
ぞ
猶
雜 

の
攻
擊
目
標
で
あ
ろ
た
。

へ
九
'

i
i

一
三
年
秋
、
A

ン
ラ
ィ
，、ン
姦
首
と
し
て
結
成
さ
れ
た

「

ズ
デ_
1

ァ
ン
獨
逸
祖
國
戰
線

」

は
後
の「

ズ
デ 

1

テ
ン•
獨
逸
%：t

の
前
# '

で
各
る
が
、
旣
に
此
の
頃
よ
りU'
T ,

ナ
，ザ
ス.
と
：の
蓮
終
は
緊
密
忙'«
は
れ
た
,0

當
時-j

般

，
に

は

»

逸

の

中

歐 

.

攻

勢

は

先

，づ

チ
H

 
n

に
向
ふ
で
あ
ら
う
第
が
豫
想
，せ
ら
れ
た
程
で
、あ
つ
衣
，が
、
實
瞭
に
は
、
•>
れ
に
先
立
つ
て
嶼
太
利
合
邦
が
成
就
さ 

れ
た
。
然
し
邱
の
時
旣
に
チ

H

ョ

の
-'
5
1
命
は
欢
し
た
和
の
感
が
あ
つ
た1
ヒ
ッ
ト
ラ
1
自

身
で
结

ぃ

が

、
獨
領
合
邦S

*
ナ
チ
ス 

.

J ;

領
袖
が
，丨
リ
ン
グ
に
よ
つ
て
發
表
せ
ら
れ
.

た̂

H

コ
领
土 Q

無
條
他
裯
立
保
證」

の
聲
吼
も
亦
、
六
擒
月
後
に
：は
何
等
の
意
義
を
>

 

•̂

ち
4

な
，か.
つ
た
。-
咋
年
九
月
十
六.
日
•の
ペ
ル
ヒ
テ
ス‘ガ
'.
1

デ

ン

、

同
一
ー
ナ
ー
一
日

CC
).

ゴ

ー

デ

スベ
ル

ク

に

於

.け
^

チ
エ
シ
ハ
レ
ン
英

_

 

首
相
と
ヒ
ッ
ト
ラ
ふ
會
.見
を
通
じ
て
、
決
裂
に
瀕
し
た

*
ス
デ
-
テ
ン
地
方
問
題
も
、
ニ
十
九
日
の
英
•

佛
•

獨
伊
四
國
會
談
に
よ
？
 

力
エ
.コ
に
と
つ
て
の
悲
劇
的
終
來
を
齿
ホ
た
'0

此
0

間
に
於
け
る
孩
洲
政
局
の
微
鰍
な
る
動
き
，に
關
す
る

>
精
細
な
る
記
述
は
‘本
書
中
最 

^

興
味
深
<'
>

雙
賴
备
箇
所
で.
あ

ち.
爲

つ

冻

本

書

记

引

用

さ

れ

,

&

國

會

談

ネ

錄
は
、
_

讀
む
者
を
し
て
均
し
く
胸
を
打
た
し
.

め
る
も
の
が
あ
、る
。
ノ：

.

- 

.

第
七
章
は
ゥ.
ク
ラ
ィ
ナ'
獨
立
問
題
を
取
上
げ
る。-
^

が
，響

」

に
於
け
■
る.
ヒ
、ッ
ト
ラ
丨
の
所
見
に
も
拘
ら
ず
、
著
者
も
亦
今
H

1

般 

に
考
ベ
ら
れ
る
如
く
、1
獨
逸
は
近
き
將
來
に
於
て
ゥ
ク
ラ
.

ィ
ナ
問
題
，の
解
決
に
乘
出
す
意
志
な
1

」

と
の
見
解
を
明
か
に
す
る
.

(

一
三 

ベ_
ー
土-1
ン
。
本
間
題
墘
就
：ハ
七
ぼ
、羞

も

角

、
：

#

國

：
と

結

ん

^

蘇

;

岐
點
で
* '
%

へ
咋
年
末
の
，

_

*

怫

不

煎

侵

共

同

宣

：言

.

に'
ネ
拘
ち̂

 ̂

, 

を
得
な
く
な
つ
た
最
近
の
獨
逸
に
と
り
、

.

相
互
問
の
經
濟"
的
關
係
の
緊
密
化
を
含
め
，て'-'

蘇
聯
八
-0

接
近
は
見
力
に
よ
つ
て
は
豫
训
し 

1

べ
き
事
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
以-̂
第
八
章
に
於
て
對
波
蘭
及
對
羅
身
尼
關
係
贫
九
章
に
於
て
は
霞
牙
禾
ゴ

‘

フ
ク
，

ガ

リ

ア

，、

土

穽

古

等

の

諸

關

‘
係
が
分
析.
ぜ
ら
れ
る
。
是
等
諸
國
に
於
呔
る
ナ
チ
ス
黨
の
潜
行
蓮

.

動
：の
巧
妙
さ
は
實
に
驚
異
に
值 

，
す
，ぺ
鲁
見
の
‘が
あ
る
ゾ
次
い
で
第
十
章
は
是
等
諸
小
國
と
の
關
聯
の
經
濟
的
側
面
が
、
北
舨
よ
り
黑
海
に
汲
ぶ
經
濟
的
樞
軸
の
形
成
と 

題
し
てI

括
し
て
扱
は
れ
る
。
北
部
方
面
は
，觅
も
角
と
し

-

て
、.
最
近
數
平
間
に
，於
げ
る
中
南
歐
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

-

ユ
ー

ゴ

ー

、
羅

馬

尼

• 

洪
、;#
、
i

の
諸
國
へ‘
の
：獨
售
の
經
濟
的
進
出
は
、
旣
述
の
如
き
腚
料
購
入
、
製
品

®

f

通
じ
て
極
め
て
顯
著
で
あ
る
。
そ
れ
は
他 

方
に
於
け
る
英•
米
•

怫

等

諸

列

强

勢

力

の

相

對

的

減

少

，と

共

に

、

牡

歐

諸

'
小.
國
の
貿
易
銃
計
に
如
實
に
示
さ
れ
る
。
但
じ
獨
逸
は
外
國

" 

爲
替•
資
金
缺
乏
の
爲
め
、■虫

と

し

で

へ

パ

制

に

よ

つ'V

交
易
を
行
ふ
の
外
な 

此
の
點
に
經.
濟

的

樞

軸

の

大

な

る

弱

點

，が

包

蔵 

さ
れ
る
タ
從
つ
て
若
し'.
一
度
他
列
强
に
よ
つ■
て.
對
抗
的
に
，現
金
購
入
策
が
，採
用
さ
れ
る
隨
に
は
、
此
の
經
，濟
的
樞
軸
は
忽
ち
其
の
脆
弱 

性
を
fe

儒
す
る
危
險
を
多
分
に
含
む
と
見
ら
れ
る
。
而
か
も
現
在
に
至
る
迄

^

獨
逸
が
良
く
列
辦
の
競
部
を
斥
付
て
、
獨
占
的
地
’步
を 

進
め.
つ
、
あ
る.
所
以
は
、
實
に
世
界
債
格
以
上
.Q

:

高
價
買
入
策
と.
政
治
的
壓
迫
の
手
段
に
依
る
も
の
で
あ
る
o
 

.

第

十
5

は
獨
逸
國S

情

の

叙

述

，
に

移

る

。

.

著
者
‘
の
說
く
所
を
以
て
す
れ
ば
、
，獨
逸
の
.

活
潑
■な
對
外
活
動
の
背
景
を
形
造
る
國
內 

、
の
猶
濟
的
莪
礎
は
鴻
弱
で
あ
る.0
そ
の
原
因
と
し
て
著
者
は
九
項
目
を
揭
げ
る
が

(

一
八
七®

、
，其
の
中
最
も
重
大
な
要
因
は
、
最
近 

の
國
際
事
愦
に
鑛
み
丨
祀
常
な
る
獨
逸
經
濟
の
復
興
を
犧
牲
に

‘
し
て̂

銳

意

^

^

備

に

向

づ

て

努

カ

を

^
中
叱
ざ
る
を
得
な
い
一
事
で 

あ

る
.°

又
事
の
眞
僞
ば
別
と
し
ズ
、
國
內
.

に
於
け
る
樹
ナ
チ.
ス
の
國
民
的
感
情
に
關
し"、
勞
働
®

T

農

民

階

級

.が

比

較

的

ナ

チ

ス

政

策 

に
追
隨
す
る
に
、反
し-

社
會
の•
上
•

中
層
に
於
て
ば
反
ナ
チ
ス
的
態
度
別
看
取
.

さ
れ
1

巾
で.
あ
る
。
併
し
現
拒
に
關
す
る
、限
り
、
國
戾
の 

大

部

分

は

ナ

チ

ツ

思

想

の

、共

嗚

者

.

で

あ

り

、
此

の

惫

味

に

於

て

.獨

逸

<».

內
部
よ
り
：の
崩
壞
は
考
へ
ら
ル
な
い
と
解
ざ
れ
る
0

1

〇
五
頁)

。 

•
:

更
に
第
士
ー
章
は
獨
逸
の
遠
大
な
る
^

憲「

歐
洲
に
於
け
る
獨
逸
語
，使
用
領
域
の
統

一.

要
求
f
e

言
及
し
、
第
十
三
章
は
獨•
伊
關
係
、 

第
十
四
#

は
對
西
歐
諸
國
關
係
を
解
明
す
る
。
獨
•

伊
關
係
に
於
て.
は
、
二
九
三
五
年
以
來
、
獨
邀
の
唯
'
の
味
方
は
依
太
，利
で
あ
る
事 

oswa

prDutĉ
GermaDns Ne

'MtAiBS, 
1
9-0
3
9.
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 -Aims, 

1
9CO
9
,

1

o

二

0
S
O)

が

繰

返

し

强

調

，さ

れ

*

又
西
歐
關
係
に
就
て.は
、「

-

片
ツ
ト
ラ
ー
は
怫
國
を@

視
し
英
國.
を
畏
怖
し
、
牝
米
合
衆
國
を
嫌
藤
す
る

」

と.
巧

今
に
要
約
せ
ら
れ
ざ
。0,
1

ニ
九
寅
}
0,
 

.

■:
.

斯V
し
て
歐
洲
に
於
け
，る
獨
逸
の
對
外
關
係
に
就
き
、
廣
汎
な
考
察
を
終
つ
た
後

‘
第
十
五
章
に
於.
て
獨
逸
CO

植
民
地
問
題
：に
觸
れ
、 

其.
の

返

還

要

求

，を

以

，て
、
金

當

に

も

對

歐

洲

エ

作

0

抓
助
的
、•
僞
瞞
的
手
段■
と
し
て
：認
識
す..
る
。
即
ち
■植
民
地
遮
還
要
求
を
喧
し
く
檄 

出

し

、
て
、

關

係

諸

列

强

'
の
關
心
を‘
そ
ル
に
集
中
せ
し
か
た
上
、

：

同
要
求
に
關
す
る.安
協
の
代
償
と
し
て
ハi

に
於
け
る
，獨
逸
.の
地
步 

を
進
め
ん
と.
割
策
ず.
る
？
の
‘
が

ナ

、
チ

_
ス

V

1

の
胄
*

的
手
ま
で
あ
る*0
而
し
て
鱅
‘て
植
民
地
問
題
は4

に
比
較
的
債
値
の
低W

舊
獨
領 

返
還
，要
求
に̂

ら
ず
し
て”

ョ
リ
良
き
土
地
の.
分
割
要
求
と
し
で
現
は
れ
る
可
能
性
が
充
分
ぬ
豫
知
せ
ら
れ
る
。
斯
か
る
ョ
”
良
き
土 

地
と
‘し
て
問
題
と
さ
れ
る
の
は
北
阿
弗
利
加
、，
南
亜
來
利
加

'.

泜
取
瓯
細
戒
の
諸
地
方
で
あ
り
、
早
く
も
楚
#

の
地
方
に
於
て
ナ
チ
ス 

•-

一.
流
の
運
動
が
表
面
化
し
つi
•あ
，る(
第
十
六
章〕

。
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:

:

,
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:

以
上
，の
如
き
獨
逸
の
全
般
的
な
而
が
も
穑
極
的
な
進
出
工
作
に
對
し
、共
他
列
强
を
始
め
諸
小
國
側
に
於
て
、
fe

れ
を
防
衛
阻
止
す 

べ
き
方
策
如
何(

第
，十
七
窜)

に
就
い
て
著
若
は
次
の
四
方
法
を
擧
げ
る

C
U

七
-

頁)
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郎

ち
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，
パ

、
•■
■
•
•■
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1)

獨
逸
の
洱
軍
備V

戰
備
に
對
杭
し
同
様
の
準
備
.

を
實
施
す
る
事. 
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獨
逸
の
通
商
方
法
は
、
同一 .6

方
法
を
以
て
打
倒.
さ̂

べ

き

事

ぐ

パ
.

'

パ
■
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三》

獨
逸.
の
政
消
的
詭
計
、
奸
朴
、
遞

辭

を

豫

知

す

べ

き

事
ニ

‘

：
；'
‘

,, 

,
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四)

獨
逸
の
通
貨
支
拂
拒
絕
に
對
し
て
は
、
，相
手
國
側
に
於
て
同

‘一 .

手
段
を
以
て.
報ゆる事；

.

-

\
、
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,
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、而

か

冬

逼

迫

せ

る

世

界

情

勢

下

に

あ

，
つ

V
、
，

最

も

有

力

な

石

手

段

、は

對

抗

的

軍

備

の

咣

實

，に

あ

る

は

論

を

俟

た

な

.

い
。
そ
し
て
補
充 

的
手
段
と
し
て
、
獨
逸
對
ル
政
策
遂
行
の
妨
害
、
中
歐
へ
の
經
濟
的
進
出
競
爭
が
企
て
ら
れ
る
べ
爸
で
あ
り
、
：
又
經
濟
的
に
一

曆
砠
砠

I

•

な
手
段
と
し
.
て
獨
逸
製
品
の
ボ
ィn

ト
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
其
の
獨
裁
政
體
の
下
に
組
織
的
な
經
濟
體
制
盤
備
を
企
圖
し
つ
、
、
沽

' 

ふ# :
_

對
外
的
活
動
^ '

續
か
资
獨
逸
應
_

_

を
爲
：め
被
3

相

银

國

ば

政

治

的

、

«

濟
_

笟

餘

猶0
:

努
^ ,

献̂

七

す

.る

事

.

以
上
十
七
章
に
亙
る
本
書
の
叙
逾
は
"

主
と
し
て
獨
激
，を
办
ぐ
る
政
治
的
_

關
係
を
中
心.
と
し
て
屉
開
さ
れ
た
。‘而.
か
も
其
の
背
後
に* 

ー
曆
蕋
本
的
部
面
と
し
て
經
濟
的
關
心
が
存
す
る
事
は
嚴
然
た
る
寧
實

‘
で
あ
る
。
斯
か
る
分
析
の
結
搌
、
著
者
は
如
何
な
る
結
論
に
到 

達
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
旣
述
の
如

V
、

獨
逸
の
進
路
に
就
て.
の
單
な
る
豫
測
は
困
雛
で
あ
り
、
不
可
能
に
近
い
。
著
者
.自
身
义
斯
か
る 

豫
測
を
意
圖
し
な
い
。
本
書
の
任
.

務
抹
、
そ
れ
に
從
つ
て
_

ゝ
逸<D
對
外
政
策
な
り
經
濟
政
策
な
り
が
現
在
遂
行
さ
れ
る
典
の
蕋
木
的
組

. 

織
及
び.
指
導
原
理
を
解
明
す
る
を
以
て
充
分
-

で
あ
る
と
見
な
け
ル.
ば
な
ら
な
い
。
蔻
し
其
の

i

解
の
上
に*

請
#
は
や
が
て
起
る
べ
き 

獨
逸
の
次
の
行
動
に'際
し
て
、
彼
自
身
の
宂
場
な
り
見
解
.
な
り
を
正
し
く
定
め
锝
る
.

か
ら
で
あ
セ
。
此
の
目
的
の
爲
め
に
本
書
は
誠
に 

平
為
な
、
而
か
も
廣
沉
な
解
說
書
と
し
て
.

役
党
つ
事
大
で
あ
る
。
本
書
の
和
容
を
，稍
詳
細
に
紹
介
し
戈
所
以
も
亦
茲
に
在
る
。
斯

く

て

' 

「

近
き
將
來
に
於
て
、
獨
逸
比
其
の
進
行
過
程
に
於
て
橫
道
に
外
れ
る
事
が
あ
る

'
か
も
知
れ
な
い
。
骱
し
乍
ら
現
祖
‘の
ナ
チ
ス
制
度
が
續 

.く

限
り
、.

獨
逸
の
政
策
の
基
本
的
原
則
が
實
質
的
變
化
を
蒙
る
事
は
な
い
で
あ
ら
ぅ

J
.

と
言
ふ
著
者
の
最
後
の
言
葉
は
、

.

極
め
て
ぎ
識- 

的
か
も
知
れ
な
い
が
、
充
分
に
承
認
し
得
る
も
の
で
あ
る

0*

今
囘
の
獨•
蘇
接
近
の
如
き
、
此
の
意
味
に
於
て
解
釋
す
る
事
も
面
白
か
ら
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